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は
じ
め
に

　
「
金
利
あ
る
世
界
」
へ
の
移
行
や

各
国
の
通
商
政
策
、物
価
上
昇
な
ど
、

わ
が
国
の
経
済
・
社
会
に
多
大
な
影

響
を
与
え
得
る
変
化
が
生
じ
て
い

る
。
経
済
見
通
し
の
不
確
実
性
が
高

ま
る
な
か
、
金
融
行
政
と
し
て
、
企

業
・
経
済
の
持
続
的
成
長
と
安
定
的

な
資
産
形
成
等
に
よ
る
国
民
の
厚
生

の
増
大
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

「
２
０
２
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方

針
」
に
お
い
て
、「
金
融
機
能
の
更

な
る
発
揮
を
促
し
、
持
続
的
な
成
長

に
貢
献
す
る
」「
金
融
シ
ス
テ
ム
の

安
定
性
や
公
正
性
・
安
全
性
へ
の
信

頼
を
確
保
す
る
」「
国
民
へ
の
貢
献

の
た
め
に
常
に
進
化
し
続
け
る
組
織

を
つ
く
る
」
と
い
う
３
つ
の
施
策
を

推
し
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
図

表
参
照
）。

　

本
稿
で
は
、「
２
０
２
５
事
務
年

度
金
融
行
政
方
針
」
に
掲
げ
ら
れ
た

施
策
を
概
括
し
て
い
く
。
金
融
行
政

方
針
は
、
そ
の
年
の
金
融
行
政
に
お

け
る
重
点
課
題
を
明
確
化
す
る
た

め
、
毎
年
公
表
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
本
事
務
年
度
は
、
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
施
策
を
よ
り
明
確
に

示
す
た
め
、
例
年
に
比
べ
て
全
体
を

ス
リ
ム
化
し
て
い
る
。
金
融
庁
の
取

組
に
よ
り
関
心
を
持
た
れ
た
読
者
に

お
か
れ
て
は
、
ぜ
ひ
本
文
も
参
照
い

た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
は
「
２
０
２
５
事
務

年
度
金
融
行
政
方
針
」
公
表
時
点
の

情
報
に
基
づ
い
て
執
筆
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
稿
に
お
け
る
意
見
に
係
る

部
分
は
筆
者
の
個
人
的
な
見
解
で
あ

り
、
筆
者
の
所
属
す
る
組
織
を
代
表

す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
あ
ら
か
じ

め
お
断
り
す
る
。

一�　
金
融
機
能
の
更
な
る

発
揮
を
促
し
、
持
続
的

な
成
長
に
貢
献
す
る

　

ま
ず
、
金
融
行
政
と
し
て
、
金
融

機
関
や
金
融
市
場
の
機
能
発
揮
を
促

し
て
い
く
こ
と
で
、
環
境
変
化
に
直

面
す
る
企
業
・
経
済
の
持
続
的
な
成

長
や
国
民
の
安
定
的
な
資
産
形
成
に

貢
献
し
て
い
く
。

１�　
事
業
者
の
持
続
的
な

成
長
を
促
す
金
融
機
関

の
取
組
の
推
進

　

わ
が
国
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
と
い
っ
た
構
造
的
な
課
題
を
抱

え
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
事
業
者

に
と
っ
て
人
手
・
後
継
者
不
足
は
深

刻
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
、
足
元
で

は
原
材
料
費
や
人
件
費
の
上
昇
も
み

ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
事
業
者
の
中

に
は
、
積
極
的
な
設
備
投
資
や
デ
ジ

タ
ル
化
等
を
推
進
し
た
り
、
事
業
承

継
に
よ
り
優
れ
た
技
術
や
顧
客
基
盤

を
維
持
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
も
の

も
存
在
し
て
お
り
、
金
融
機
関
が
こ

う
し
た
事
業
者
を
後
押
し
し
て
い
く

た
め
の
施
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
そ
の
他

の
環
境
変
化
に
直
面
す
る
地
域
が
持

続
的
な
発
展
を
目
指
す
な
か
で
、
地

域
金
融
の
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
力

（
＝
「
地
域
金
融
力
」）
へ
の
期
待
は

1　

２
０
２
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
の
ポ
イ
ン
ト

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

「
２
０
２
５
事
務
年
度
金
融
行
政
方
針
」の

ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
課
題

金
融
庁 

総
合
政
策
局 

総
合
政
策
課 

課
長
補
佐　

乗
松 

慶
行
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き
わ
め
て
強
い
。
各
地
域
で
は
こ
れ

ま
で
も
数
多
く
の
優
れ
た
取
組
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
経
験
を

共
有
し
、
地
域
金
融
機
関
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
連
携

し
て
地
域
金
融
力
を
発
揮
で
き
る
よ

う
必
要
な
施
策
の
検
討
を
進
め
、
こ

れ
ら
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
「
地
域

金
融
力
強
化
プ
ラ
ン
」
を
年
内
に
策

定
す
る
。

　

 

地
域
金
融
力
の
発
揮
を
後
押
し

す
る
取
組
と
し
て
、
例
え
ば
、
地
域

企
業
の
成
長
支
援
の
た
め
、
地
域
で

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
が
集
積

す
る
地
域
金
融
機
関
と
、
国
内
外
の

市
場
の
開
拓
や
事
業
の
発
展
に
必
要

な
様
々
な
知
見
に
強
み
を
有
す
る
内

外
・
官
民
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
連
携

を
促
進
し
て
い
く
。

　

他
方
で
、
地
域
金
融
機
関
が
、
こ

う
し
た
役
割
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

た
め
の
環
境
整
備
に
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
マ
ネ
ロ
ン
や

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
へ
の
対

応
に
は
高
度
な
シ
ス
テ
ム
や
専
門
性

が
必
要
と
さ
れ
、
金
融
機
関
の
対
応

コ
ス
ト
も
上
昇
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
領
域
を
念
頭
に
、
リ
ス
ク
管
理
や

内
部
監
査
に
つ
い
て
複
数
金
融
機
関

が
共
同
で
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
検
討
す
る
ほ
か
、
複
数
金
融
機

関
に
よ
る
広
範
な
シ
ス
テ
ム
の
共
同

利
用
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
地
域
金

融
機
関
が
安
定
的
に
地
域
金
融
力
を

発
揮
す
る
た
め
の
制
度
的
な
環
境
整

備
と
し
て
、
資
本
参
加
先
の
適
切
な

経
営
管
理
・
業
務
運
営
の
確
保
策
も

含
む
、
資
本
参
加
制
度
や
資
金
交
付

制
度
の
期
限
延
長
・
拡
充
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

２�　
資
産
運
用
立
国
の
推
進

と
企
業
価
値
の
向
上

　

資
産
運
用
立
国
を
推
進
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
企
業
価
値
を
高
め
て
い

く
こ
と
は
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
と

い
え
る
。
各
企
業
が
自
ら
の
競
争
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
投
資
先
と
し

て
の
日
本
市
場
の
魅
力
を
さ
ら
に
高

め
る
こ
と
で
企
業
価
値
の
向
上
が
図

ら
れ
、
こ
の
成
長
の
果
実
が
、
活
力

あ
る
資
本
市
場
、
そ
し
て
資
産
運
用

会
社
を
通
じ
て
家
計
へ
と
還
元
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
投
資
を
通
じ
た
価

値
創
造
の
連
鎖
、
す
な
わ
ち
イ
ン
ベ

ス
ト
メ
ン
ト
・
チ
ェ
ー
ン
を
強
固
な

も
の
と
す
る
こ
と
で
、
資
産
運
用
立

国
の
実
現
へ
と
着
実
に
進
ん
で
い

く
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
・
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
各
主
体

に
つ
い
て
の
い
っ
そ
う
の
取
組
が
重

要
と
な
る
。

【図表】2025 事務年度　金融行政方針の概要

２ 金融システムの安定性や公正性・安全性への信頼を確保する
金融機能の向上を促す施策を通じて、企業・経済の持続的な成長と国民の

安定的な資産形成に貢献する。ブロックチェーンや 等のデジタル技術については、
利用者保護等を図りつつ、これらを用いた金融サービスの変革を促す。
⚫地地域域のの持持続続的的なな発発展展をを実実現現するため、地地域域経経済済にに貢貢献献すするる力力（（＝＝地地域域金金融融
力力））をを発発揮揮するための取組等を検討・実施するとともに、その主たる
担い手である地域金融機関が適切な経営管理・業務運営を確保しつつ、
そそのの役役割割をを十十分分にに発発揮揮ででききるるたためめのの環環境境整整備備も併せて検討し、関連施策を
パッケージ化した「「地地域域金金融融力力強強化化ププラランン」」をを年年内内にに策策定定する。

⚫資資産産運運用用立立国国のの推推進進とと企企業業価価値値のの向向上上のため、以下の取組等を進める。
• ココーーポポレレーートトガガババナナンンスス改改革革の推進、企業と投資家との間での緊張感
ある信頼関係に基づく対話の促進

• 市場を通じた企業への成成長長資資金金・・リリススククママネネーー供供給給のの強強化化
• 持続可能な経済社会の実現に向けたササスステテナナブブルルフファァイイナナンンススのの推推進進
• のの一一層層のの充充実実・・金金融融経経済済教教育育のの普普及及といった、家計の安定的な
資産形成の支援の更なる推進

• 顧顧客客本本位位のの業業務務運運営営のの確確保保に向けた取組の推進
• 資資産産運運用用ササーービビススのの高高度度化化、アアセセッットトオオーーナナーーのの機機能能向向上上
• 「 」の開催を含めた国国内内外外へへのの積積極極的的なな情情報報発発信信

⚫デデジジタタルル技技術術をを用用いいたた金金融融ササーービビススのの変変革革へへ対対応応するため、暗号資産に
関する制度整備や、円建てステーブルコインの活用を含めた決済の高度化・
効率化に向けた取組や健全かつ効果的な の利活用の後押しを行う。

事務年度 金融行政方針
１ 金融機能の更なる発揮を促し、持続的な成長に貢献する

金融機関における財務の健全性や不正の防止を含めた適切な業務運営及び
それを支えるリスク管理態勢を確保するため、実効性ある監督・検査を実施し、
金融システムの安定性や公正性・安全性への信頼を確保する。
⚫各各金金融融機機関関のの財財務務のの健健全全性性やや業業務務のの適適切切性性、これらを確保するための経経営営
管管理理態態勢勢ににつついいてて、データ分析やヒアリング等の手法を通じて確確認認しし、、
必必要要なな対対応応をを促促すす。

⚫従来の監督各課と横断モニタリング部局を、より一一体体的的・・効効果果的的にに運運用用
すするるたためめ構構築築ししたた新新たたなな体体制制のもと、対対応応すすべべきき課課題題にに優優先先順順位位をを付付けけ、、
計計画画的的なな監監督督・・検検査査を実施する。

⚫マネロン・サイバー等、幅幅広広いいリリススククやや課課題題にに対対応応すするるたためめのの施施策策を、
関関係係省省庁庁・・業業界界団団体体とと連連携携して実施する。

⚫大手金融グループや、通信・流通等を母体とするグループに対し、
ググルルーーププ全全体体をを俯俯瞰瞰ししたた監監督督・・検検査査を実施する。

⚫協同組織金融機関の経経営営管管理理とと業業務務運運営営のの適適切切性性について、早早期期にに課課題題をを
発発見見しし、、的的確確なな対対応応を行う。

⚫金金融融機機関関やや金金融融市市場場のの公公正正性性・・安安全全性性にに対対すするる信信頼頼をを確確保保するための以下
の取組等を行う。
• 特殊詐欺・証券口座への不正アクセス等、金金融融犯犯罪罪のの被被害害防防止止に向けた
官民一体・省庁横断での取組の推進

• 証証券券規規制制違違反反事事案案へへのの抑抑止止力力をを高高めめるるための規制強化
• 保保険険業業界界のの信信頼頼のの回回復復とと健健全全なな発発展展に向けた制度整備・監督体制強化

３ 国民への貢献のために常に進化し続ける組織をつくる
質の高い金融行政サービスを提供し続けていくために、金融庁のバージョンアップを図っていく。

⚫上記１ ２の施策を推進していくために、監督局を２局体制とし、「「資資産産運運用用・・保保険険監監督督局局」」及及びび「「銀銀行行・・証証券券監監督督局局」」をを設設置置することを目指す。
⚫金金融融庁庁のの組組織織及及びび職職員員のの政政策策立立案案・・実実行行能能力力をを継継続続的的にに向向上上させていく。そのために、金金融融行行政政のの目目標標ににつついいてて、、職職員員がが業業務務ととのの結結びびつつきき等等のの共共通通理理解解をを深深めめ、
身近に感じるための取組を進めるとともに、職職員員ののキキャャリリアア形形成成の組織としての後押し、生生成成 のの活活用用のの推推進進ややママネネジジメメンントト力力のの向向上上といった職場環境の整備
を強力に推進する。

年８月公表
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企
業
に
対
す
る
取
組
と
し
て
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を

着
実
に
進
め
、
投
資
家
と
の
対
話
を

通
じ
た
中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向

上
を
後
押
し
し
て
い
く
。
ま
た
、
企

業
に
よ
る
気
候
変
動
リ
ス
ク
へ
の
対

応
や
人
的
資
本
へ
の
投
資
と
い
っ
た

情
報
は
、
企
業
の
将
来
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
等
に
影
響
を
与
え
得
る

た
め
、
投
資
家
が
中
長
期
的
な
企
業

価
値
を
評
価
す
る
観
点
か
ら
重
要
で

あ
る
。
企
業
の
負
担
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
も
配
意
し
つ
つ
、
一
定
の
上
場
企

業
に
対
し
、
こ
う
し
た
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
情
報
の
開
示
を
求
め
る
た
め

の
制
度
整
備
を
進
め
る
。
特
に
、
人

的
資
本
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
な

企
業
価
値
の
観
点
に
お
い
て
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
に
対
し
、
企

業
戦
略
と
関
連
づ
け
た
人
材
戦
略
や

そ
れ
を
踏
ま
え
た
給
与
・
報
酬
の
考

え
方
等
の
開
示
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
家
計
の
安
定
的
な
資
産
形

成
の
支
援
も
重
要
で
あ
る
。
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
全
世
代
の
国
民
が
金

融
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
な
が

ら
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
沿
っ
た
資
産

形
成
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
支
援
を

さ
ら
に
充
実
す
る
。
少
額
投
資
で
得

ら
れ
た
利
益
が
非
課
税
と
な
る
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）
に

つ
い
て
は
、
全
世
代
の
国
民
が
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た

資
産
形
成
を
行
え
る
よ
う
に
、
対
象

商
品
の
多
様
化
等
、
充
実
に
向
け
た

検
討
を
行
う
。

３�　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用

い
た
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

変
革
へ
の
対
応

　

足
元
、
Ａ
Ｉ
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
等
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い
た
金

融
サ
ー
ビ
ス
・
取
引
が
急
速
に
広

が
っ
て
お
り
、
経
済
・
社
会
全
体
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る
。

金
融
庁
や
金
融
機
関
は
、
技
術
革
新

に
向
き
合
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
べ

き
状
況
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
金
融
サ
ー

ビ
ス
の
健
全
な
発
展
が
、
わ
が
国
の

社
会
課
題
の
解
決
や
生
産
性
向
上
等

に
寄
与
す
る
よ
う
、
官
民
の
連
携
の

強
化
等
を
図
っ
て
い
く
。

　

特
に
、
暗
号
資
産
、
ス
テ
ー
ブ
ル

コ
イ
ン
等
に
つ
い
て
は
、
欧
米
な
ど

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
向
を
踏
ま
え
つ

つ
、
わ
が
国
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ

ス
等
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

や
信
頼
あ
る
提
供
に
資
す
る
よ
う
、

必
要
な
政
策
を
進
め
る
。
ま
た
、
Ａ

Ｉ
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
金
融
を

支
え
る
中
核
的
な
技
術
の
一
つ
と
し

て
、
金
融
業
を
抜
本
的
に
変
革
し
得

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
金
融
庁

と
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
な

が
ら
、
金
融
機
関
等
に
お
け
る
健
全

な
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
向
け
た
取
組
を

強
力
に
後
押
し
し
て
い
く
。

二�　
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
性
や
公
正
性・安
全
性

へ
の
信
頼
を
確
保
す
る

　

前
記
の
取
組
を
通
じ
て
、
経
済
の

持
続
的
な
成
長
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
に
加
え
、
金
融
機
能
が
十
全
に
発

揮
さ
れ
る
前
提
と
し
て
、
金
融
機
関

や
金
融
市
場
、
こ
れ
ら
を
包
含
す
る

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
や
公
正
性
に

対
す
る
信
頼
を
確
保
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

１�　
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定

の
確
保
、
リ
ス
ク
へ
の

対
応

　

金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
を
確
保
し

て
い
く
た
め
、
各
金
融
機
関
の
財
務

の
健
全
性
や
業
務
の
適
切
性
、
こ
れ

ら
を
確
保
す
る
た
め
の
経
営
管
理
態

勢
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
分
析
や
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
検
査
と
い
っ
た
手
法
を
通

じ
て
確
認
し
、
必
要
な
対
応
を
促
し

て
い
く
。

　

２
０
２
５
事
務
年
度
、
金
融
庁
で

は
、
業
態
別
に
金
融
機
関
の
監
督
を

担
当
す
る
部
局
と
専
門
的
横
断
テ
ー

マ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
担
当
す
る
部

局
を
よ
り
一
体
的
・
効
果
的
に
運
用

す
る
体
制
と
し
た
。
こ
う
し
た
体
制

の
も
と
で
、
金
融
機
関
ご
と
の
リ
ス

ク
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に
基
づ
い
て
、
対

応
す
べ
き
課
題
に
優
先
順
位
を
つ

け
、
実
効
性
の
あ
る
監
督
・
検
査
を

計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
。
マ
ネ
ロ

ン
・
サ
イ
バ
ー
等
、
多
く
の
金
融
機

関
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
リ
ス

ク
や
課
題
に
関
し
て
は
、
注
意
喚
起

等
の
た
め
の
発
信
等
、
必
要
な
施
策

を
、
関
連
す
る
各
業
界
団
体
等
と
も

連
携
し
つ
つ
、
業
態
横
断
的
に
実
施

し
て
い
く
。

　

協
同
組
織
金
融
機
関
に
つ
い
て

は
、
財
務
局
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ

り
、
実
効
性
の
高
い
検
査
等
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
く
。ま
た
、

不
正
融
資
や
重
大
な
法
令
違
反
が
確

認
さ
れ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
経
営
管

理
と
業
務
運
営
の
適
切
性
に
つ
い

て
、
早
期
に
課
題
を
発
見
し
、
的
確

な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

２�　
金
融
機
関
や
金
融
市

場
の
公
正
性
・
安
全
性

に
対
す
る
信
頼
の
確
保
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近
年
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
不
正
に

利
用
し
た
詐
欺
等
や
、
金
融
機
関
や

金
融
市
場
に
関
わ
る
不
祥
事
や
不
正

が
相
次
ぐ
な
か
で
、
金
融
機
関
や
金

融
市
場
の
公
正
性
・
安
全
性
に
対
す

る
信
頼
を
回
復
し
て
い
く
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
不
正
に
利
用
し

た
犯
罪
の
被
害
は
引
き
続
き
高
止
ま

り
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
金
融
犯
罪

の
被
害
防
止
に
向
け
た
取
組
を
推
進

す
る
。
足
元
で
は
、
証
券
会
社
の
偽

サ
イ
ト
等
で
窃
取
し
た
顧
客
情
報

（
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
等
）

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
サ
ー

ビ
ス
で
の
証
券
口
座
へ
の
不
正
ア
ク

セ
ス
・
不
正
取
引
（
第
三
者
に
よ
る

取
引
）
の
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、

ロ
グ
イ
ン
時
の
認
証
方
法
の
強
化
等

を
求
め
る
監
督
指
針
の
改
正
を
行
う

と
と
も
に
、
対
応
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
重
点
的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

い
、
被
害
拡
大
防
止
お
よ
び
再
発
防

止
に
向
け
た
取
組
を
求
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
不
公
正
取
引
等
の
違
反
事

案
へ
の
抑
止
力
を
よ
り
い
っ
そ
う
高

め
て
い
く
観
点
か
ら
、
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
規
制
の
対
象
や
、
課
徴
金

水
準
等
の
見
直
し
、
証
券
取
引
等
監

視
委
員
会
に
よ
る
効
果
的
な
検
査
等

の
実
施
に
向
け
た
措
置
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
。

　

さ
ら
に
、
損
害
保
険
業
界
へ
の
信

頼
の
回
復
に
向
け
、
保
険
金
不
正
請

求
事
案
や
保
険
料
調
整
行
為
事
案
の

再
発
防
止
を
図
り
、
顧
客
本
位
の
業

務
運
営
の
徹
底
と
健
全
な
競
争
環
境

を
実
現
す
る
。
加
え
て
、
保
険
業
界

に
お
け
る
情
報
漏
え
い
事
案
を
踏
ま

え
た
、
保
険
会
社
の
適
切
な
情
報
管

理
態
勢
を
確
保
す
る
た
め
、
監
督
・

検
査
を
実
施
し
て
い
く
。

三�　
国
民
へ
の
貢
献
の�

た
め
に
常
に
進
化
し�
続
け
る
組
織
を
つ
く
る

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
行

政
課
題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

金
融
庁
と
し
て
も
必
要
な
体
制
強
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
各
分
野
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
を
図
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
監
督
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
高
度
化
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

業
務
の
い
っ
そ
う
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
監
督
局
を
２
局
体
制
と
し
、「
資

産
運
用
・
保
険
監
督
局
」
お
よ
び
「
銀

行
・
証
券
監
督
局
」
を
設
置
す
る
こ

と
を
目
指
す
。

　

こ
う
し
た
体
制
整
備
に
加
え
て
、

中
長
期
的
に
質
の
高
い
金
融
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
い
く
た

め
に
、
金
融
庁
の
組
織
お
よ
び
職
員

の
政
策
立
案
・
実
行
能
力
を
継
続
的

に
向
上
さ
せ
て
い
く
。そ
の
た
め
に
、

金
融
行
政
の
目
標
に
つ
い
て
、
職
員

が
業
務
と
の
結
び
つ
き
等
の
共
通
理

解
を
深
め
、
身
近
に
感
じ
る
た
め
の

取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
の
組
織
と
し
て
の
後

押
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
の
推
進
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
向
上
と
い
っ
た

職
場
環
境
の
整
備
を
強
力
に
推
進
し

て
い
く
。

　

お
わ
り
に

　

２
０
２
５
事
務
年
度
は
、
金
融
庁

発
足
か
ら
25
年
を
迎
え
る
節
目
の
年

と
な
っ
た
。
金
融
庁
の
発
足
時
と
比

べ
る
と
、
金
融
シ
ス
テ
ム
を
取
り
巻

く
環
境
は
劇
的
に
変
化
し
て
お
り
、

そ
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
ま
っ
て

い
る
。
金
融
庁
と
し
て
は
、
こ
う
し

た
経
済
・
社
会
の
変
化
を
展
望
し
、

金
融
行
政
の
施
策
・
手
法
に
つ
い
て

不
断
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
金

融
庁
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け

て
よ
り
よ
い
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

金
融
行
政
方
針
の
公
表
を
通
じ
、

金
融
行
政
の
透
明
性
が
い
っ
そ
う
高

ま
り
、
当
局
と
金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
、
金
融
機
関
、
市
場
関
係
者
等
と

の
間
で
認
識
の
共
有
が
図
ら
れ
、
建

設
的
な
対
話
を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い

金
融
行
政
の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。
読
者
の
皆
様
に
お
か

れ
て
は
、金
融
行
政
全
般
に
つ
い
て
、

忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
た
い
。

の
り
ま
つ
・
よ
し
ゆ
き
●
２
０
１
８
年
金
融

庁
入
庁
。
企
画
市
場
局
市
場
課
、
監
督
局
銀

行
第
一
課
、
同
総
務
課
、
総
合
政
策
局
総
務

課
国
際
室
、
英
国
留
学
を
経
て
、
25
年
７
月

よ
り
現
職
。
金

融
庁
の
全
体
の

方
針
の
と
り
ま

と
め
を
担
当
。


